
令和３年度 韮崎工業高等学校 「全国募集」募集要項 

 

１ 募集人員 

工業科一括募集 ６名 

 

２ 応募資格 

志望の動機・理由が明確で、将来の進路目標がしっかりしており、入学後も学習や部活動に積極的

に取り組む意欲があり、次のいずれかに該当する者。 

①基本的生活習慣や中学までの学習内容が身についており、ものづくりや科学技術に興味・関心が

あり、近隣県の自宅から本校へ通学可能な者 

②本校の「全国募集対象部活動」に通ずるスポーツで優れた成果をあげ、本校入学後も該当する部

活動へ所属し活動を継続する強い意思があり、山梨県在住の身元引受人が確保できる者 

【令和３年度全国募集対象部活動】レスリング部 

 

 

 

 

３ 選抜方法 

（１）出願の条件 

条件Ａ 学習に対する興味・関心が高い生徒 

条件Ｂ 本校に関係するスポーツ・文化活動・ものづくりにおいて特技を有し、入学後も積極的・

継続的にその活動を続ける意思がある生徒 

 条件Ｃ 本校に関係するスポーツ・文化活動・ものづくりに興味・関心が高く、入学後も積極的・

継続的にその活動を続ける意思がある生徒 

 

（２）面接 

実施のねらい 実施形態等 検査時間 

 本校への志望動機や思考力、判断力、表現力など工業高校

における学習に必要な資質を持っているかを判断する。 
個別面接 １５分程度 

 

（３）本校で定める検査 

検査方法 検  査  内  容 

特色適性検査 

【受検者全員】 

時間：５０分   

特記事項：ものづくりや科学技術に関する考え方や適性を記述により判断

する。 

特    技 
【条件Ｂのみ】 

実績として提出された証明書等の書類審査を行う。 

個性表現 
【条件Ｃのみ】 

５分程度の発表・表現を行う。 

※個性表現については、実績や技術より、発表の仕方や表現内容を評価し、興味・関心・意欲等を

重視する。 

 

※ 身元引受人とは、生徒の健康、食生活および日常の生活に関する見守りを行い、生徒の状況

を保護者や学校と共有する等の役割を担う方です。基本的には山梨県内に居住する親戚等を

想定していますが、該当する方がいない場合は学校にご相談ください。 



（４）選抜資料比重 

区 分 調査書 面接 所見 
特色適性 

検  査 
特技 個性表現 

条件Ａ ５０ ３０ ５ １５ － － 

条件Ｂ ３０ ３０ ５ １５ ２０ － 

条件Ｃ ３０ ３０ ５ １５ － ２０ 

※調査書の取り扱いについて 

･学習の記録については、第１学年から第３学年の必修９教科を評価の対象とする。 

･各学年の評定の比率は「１学年：２学年：３学年＝１：１：２」とする。 

･欠席の記録、行動の記録、特別活動の記録、校外活動の記録、その他特記事項に

ついても評価の対象とする。 

※出願時に「条件Ａ」「条件Ｂ」「条件Ｃ」のいずれかの出願条件を選択する。 

 

（５）提出書類等 

①提出書類 

  ・条件Ｂ  令和３年度 前期募集検査 特技受検報告書（韮工高様式【条件Ｂ】） 

  ・条件Ｃ  令和３年度 前期募集検査 個性表現受検申請書（韮工高様式【条件Ｃ】） 

②添付書類 

  ・条件Ｂ  実績を証明する書類（賞状、認定証や新聞記事等のコピー：Ａ４版） 

        もしくは中学校長による実績を証明する書類（形式自由：Ａ４版） 

③書類の入手方法 

中学校を通して本校教務部へ１２月下旬頃までにお問い合わせください。 

 

※「中学校等の臨時休業の実施等を踏まえた令和３年度高等学校入学者選抜等における配慮事項に

ついて」（令和２年５月 13 日付け２文科初第 241 号初等中等教育局長通知）を踏まえた山梨県教

育委員会の対応につきましては、高校改革・特別支援教育課のＨＰをご参照ください。 

（https://www.pref.yamanashi.jp/koukai-tokushi/nyuusi/saishinnonyuusijouhou.html） 

 

４ 学生生活のサポート 

本校にはレスリング部専用の寮があります。夜は管理人が常駐し、管理人指導の下で食事を摂り、日

常生活や健康の相談に乗っています。冷房設備有り。 

 

５ 学校の特色 

本校は、校訓「和」のもと、「よき技術者となる前に、まずよき人間となれ」を信条に、ものづくり

を通じて地域産業界に貢献できる技術者を育成しています。毎年就職内定１００％を達成し、地元企業

へ多くの人材を輩出するほか、上級学校への進学にも対応しています。 

また、本校レスリング部は全国的な実力を持ち、ＯＢではロンドンオリンピック金メダリストの米満

達弘選手や、２０２０東京オリンピック出場が決定している文田健一郎選手など、多くの選手が世界で

活躍しています。 

 


